不可算名詞の複数形 by 小石 悟
不可算名詞の複数形
小 石 悟
初めに
初級文法書では, ふつう ｢液体や気体, 抽象名詞のような数えられないもの
の具体的な量を表すには部分冠詞を用いる.｣ と説明されている. これは ()
() のような場合の説明としては充分であるが, これでは, ()() のよう
に, 物質を表す名詞 ( 		) や抽象名詞がなぜ頻繁に複数形で用い
られるのか分からない.
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上級者向け文法書では次のように説明されている.
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M!とも言う. 数の概念から
離れた, 強意的・誇張的意味を表す複数形.
1 . 物質名詞 極めて多量に存在する物質は, その多量の概念が複数形で
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	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N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(朝倉, 新フランス語文法事典)
では, この問題に関しては, 次のような簡単な記述しかない.
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両者の説明に共通していることは, ｢多量｣ ｢強意｣ ｢大きさ (

)｣
を表す時に複数形を用いるということである. しかしそうだとすると, () の
ように #*が ｢井戸水｣ を表している場合, 何が ｢強調｣ されているの
だろうか？
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本論では, 特に典型的な不可算名詞・物質名詞と考えられているを中
心に, 複数形の用法をできる限り分類することを目指す.
１. ＜単数形＝一つのもの＞,＜複数形＝複数のもの＞ではない.
朝倉, R
($の説明でも明らかであるが, 複数形は常に＜複数のもの＞
を表すわけではない.
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いずれも, 複数のものを示しているとは考えにくい.
逆に単数形が＜一つのもの＞ではなく, ＜複数のもの＞表す場合もある.
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したがって, ＜単数形＝一つのもの＞, ＜複数形＝複数のもの＞という固定
観念, さらには, 可算名詞・不可算名詞という言語外の外的世界の意味的カテ
ゴリーを介入させる伝統的な分類を離れて, 発話の中の機能によって複数形が
どのような意味を持つかを考察する必要があろう.
２. ｢種類｣ を表す場合
名詞で表された概念が幾つかの ｢種類｣ として考えられた場合は, 抽象名詞・
物質を表わす名詞 ( 	

) であっても, 当然, 複数になる.
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形容詞が文中で用いられるためには, それを実体化するための(支
え) が必要である. 例えば, 5の場合, 
5と色そのものを指す以外
は,  ^5&
EF895#
のように, 概念 () の ｢白｣
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が現れるためにはそれが修飾するものが必要になる. ｢白｣ という概念は
を通してしか実現できない. 同様に, 抽象名詞の場合も, () のように,
複数のが想定される場合は複数となる.
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:の場合はそれを感じる人が必ず存在し, その喜びをもたらす
ある特定の対象 () と緊密な関係にある. 一方, 9:の場
合は, ある特定のあるいは状況に結びついているのではなく, :
(この場合は;
) がもたらす喜びの総体を一般的に述べている. 次のよ
うな場合も同様でいずれも:で表された分野における ｢喜びをもたらす活
動の総体｣ を表す.
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() のように, :が複数であっても, 各人が抱く9の種類を区別しない
場合は, 複数にはならない. ;
も同様である. 一方, :が単数でも,

が出来事 () として捉えられた場合は, 複数も有り得る.
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感情を表す他の名詞, 例えば, の場合も同じである.
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() と異なり, 感じる人が複数で, 抱く感情 (例えば ) が同じであっ
ても, その内容・理由が異なる場合は複数形になる.
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３. ｢繰り返された状況｣
名詞で表される概念 () が実現される状況が複数回現れる時は, 抽象
名詞であっても複数になる. 特に, 次のような, 行為を表す動詞から派生した
名詞の場合には頻繁に見られる).
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形容詞から派生した名詞の場合も, 状況が何度か繰り返された場合は, ()
のように複数形になる.
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４. ｢強意｣
の場合は, () とは異なり, (	) のように, 複数形であっても
｢頻度｣ ではなく, ｢強調｣ を表すと考えたほうが良い場合もある.
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が, 	
のほうが, 非難の度合いは高くなる.
おそらく, 複数形によって, の長さが強調されているからであろう.
複数形が強調を表すことは稀ではない. ()() において, 
	を単数形に置き換えても, 意味はほとんど変わらない.
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幾つかの文法書で複数形の用法の一つとして挙げられている ｢強意複数｣
(		) という概念は, や*のような, ｢程度｣ の概
念を含む形容詞から派生した名詞に最も適しているのではないだろうか.
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５. ｢広がり｣
朝倉も5も｢強意複数 (		)｣ の説明として, ｢極
めて多量に存在する物質は, その多量・大きさの概念が複数形で表される.｣
ということで一致している. しかし, ｢多量｣ とはどれくらいの量なのであろ
うか？提示されている用例 (	7	7	3
	) は, ｢海｣, ｢湖｣, ｢砂漠｣ といずれも広がりを持つので, この用例
だけに限ればこの説明で良さそうだが, 既に () でも見たように, ｢井戸水｣
や, () のような ｢水たまり (*	)｣ などの場合も複数になる. いずれも,
｢多量｣ と考えるには無理がある.
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との共通点は, 水の ｢広がり ()｣ ということだ
けである). 複数形が表すのは, 単に ｢境界が曖昧な水の広がり｣ で
あり, ｢多量｣, ｢広大さ｣ という ｢強意｣ は, が海や湖と共に用いら
れた時に現れる二義的な意味でしかない. 同じ ｢海｣ を表しても, () のよ
うに, ある特定の漠然とした広がりを表す場合もあるし, 最大限に拡大した極
端な場合は, 広大な海を表すこともある).
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これはの場合も同じである.
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が ｢砂漠の砂｣ を意味するのは正しいが, 
自体は ｢砂漠｣ を指すわけではなく, あくまでも ｢限界の曖昧なある広がり｣
を表す. () のように, ｢小川の底の砂｣ のような, 小さな ｢広がり｣ を表す
こともある.
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は単独でも用いられるが, ｢広がり｣ を表すので, その状態を表す
形容詞と共に用いられる場合が多い.
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のように, 単数形にも複数形にも用いられる形容詞もあるが, 複
数形の場合は89:;-()8<;:+=>()8)-*./*/-()と同
じく, 広がりの ｢状態｣ を表す. 一方, 単数形の方は, $"と対比
される水の ｢性質｣ を表す.
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６. ｢量・塊｣ → ｢不安定さ｣ ｢動く力｣
物質は単に ｢広がり｣ と捉えるだけでなく, ｢量・塊｣ として捉えることも
可能である.
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物質を ｢量・塊｣ と捉えると, 派生的に ｢不安定さ｣, ｢動く力｣ という概念
が生まれてくる.
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７. ｢生起 (	'
') が複数｣ の場合
不可算名詞である物質でも, 例えば ｢温泉 (源泉)｣ のように, その生起
(	'
') が複数考えられる場合は複数形になる.
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｢軟水 ('!#	')｣ も同様で, 単に ｢硬水｣ と対比させて質だけを問題に
する場合は単数であるが, いくつかの	'
'が考えられる場合は複数に
なる.
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８｢分析的に複数の種類が考えられる場合｣
一つの塊 () であっても, +のようにその中に複数の種
類が考えられる場合は複数形になる. これは+のように,
明確に区別される種類 (例えば, ,-＋.-＋＋) の ｢集合｣ と
しての複数ではなく, 一つの塊の中に, 加算的ではなく, いわば分析的に, い
くつかの種類 (汚染源) があると考えられるような場合である.
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しかし, この場合でも, ｢汚水｣ という単に ｢質｣ を問題にする場合は, 単
数になる.
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逆に, は ｢純粋さ｣ の ｢いくつかの種類｣ は考えられないので,
単数になる.
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しかし, ()() のように, 複数形もある.
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これは, ｢質｣ よりも, 		"	#$	$			"

 	という ｢湾｣, ｢湖｣ の水の ｢広がり｣ を表すために複数形になるから
である. その意味では ()() は５. ｢広がり｣ の中に入れるべき用例で
ある.
終わりに
本論では, 特に	を中心にして, 不可算名詞の複数形の用法の分類を試
みた. 少なくとも, 複数形の用法が, 文法書で言及されている ｢強意複数
($		%
$&	$	'	

$$	%(	#$&	)｣ という説
明だけでは不充分であることは明らかにできたのではないかと思う. しかしこ
の分類で複数形の全ての用法が網羅されたわけではない. ここでは取り扱わな
かったが, ｢具体的な行為｣ あるいは ｢曖昧さ｣ を表す用法もある. また, 複
数形の用法は, ほとんど名詞毎に異なるので, 一つ一つ詳細に検討する必要が
ある!例えば, 	と 		と 	$'		と $'		,
 	と 	の相違が, 	と同じような方法で, あるいはお互いに同じ
方法で説明できるか非常に疑問である. 複数形の用法についてはほとんど研究
されていないので, 日常的に悩んでいるフランス語学習者のためにも, さらに
詳細な研究が必要である.

) 動詞 (および派生した名詞) によっては, 複数形になると, 行為の複数よりも, そ
の結果の複数を表す傾向が強いものもある.
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) 水の ｢広がり｣ でなく, ｢質｣ を問題にする場合, あるいは ｢広がり｣ が問題では
ない場合は, ＜	＋名詞＞がいかに広大なものであっても, 	は単数である.
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) 英語にも ｢広がり｣ を表すために, 物質名詞の複数形を用いる場合がある.
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!)[!" (!%1C  ()｢現代フランス語法辞典｣, 大修館書店
!)[!"  "*#2 0 ()内藤 1 加藤# 小林 # ( 中村 2 ｢
世紀フランス語表現辞典｣, 駿河台出版社
朝倉 1 ()｢フランス文法覚え書｣, 白水社
朝倉 1 (	)｢フランス文法ノート｣, 白水社
朝倉 1 (	)｢フランス文法メモ｣, 白水社
朝倉 1 ()｢新フランス文法事典｣, 白水社
一川 1C (
)｢新・冠詞抜きでフランス語はわからない｣, 駿河台出版社
大賀 # ()｢現代フランス語名詞活用辞典｣, 大修館書店
小石 1 (	)｢部分冠詞について｣, 『フランス語の諸問題』, 三修社
小石 1 (	)｢譲渡不可能なものを表わす名詞の前の限定詞｣, 『獨協大学外国語研究』,
獨協大学外国語教育研究所
小石 1 ()｢2 _2型構文の限定詞について｣, 『フランス語を考える―フランス
語の諸問題』, 三修社
小石 1 ()｢5IHBTG(限定詞と態)｣, 『フランス文化研究』, 獨
協大学フランス語科
目黒 1 ()｢新フランス公文典｣, 白水社
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